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【手続補正書】
【提出日】平成22年9月22日(2010.9.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明は、制御装置からの移動指令に基づいて射出成形機の可動部を速度増幅機構を介
してサーボモータによって駆動制御し、可動部の位置、速度を制御する射出成形機の可動
部の加減速制御方法であって、前記サーボモータの加速度を前記サーボモータの位置に対
応させた前記速度増幅機構の速度増幅率の逆数に基づいて制御することにより前記可動部
の加速度を意図するものに制御することを特徴とする射出成形機の可動部の加減速制御方
法である。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　また、前記速度増幅機構は、トグル機構であり、前記可動部は型締機構の可動プラテン
でとするる射出成形機の可動部の加減速制御方法である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明は、加速途中、減速途中でも、該加速、減速中の加速度とは異なった加速度で加
速、減速を行うことができるので、サーボモータの位置に応じて、最適な加速、減速制御
ができる。又、トグル機構等の速度増幅機構を用いている場合には、駆動源のサーボモー
タの速度、加速度と該速度増幅機構を介して駆動される可動プラテン等の可動部の速度、
加速度が異なることになるが、前記速度増幅機構の速度増幅率の逆数に基づいて制御する
ことにより、可動部の速度、加速度も所望のものに制御することが容易となる。
【手続補正４】
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【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　制御装置からの移動指令に基づいて射出成形機の可動部を速度増幅機構を介してサーボ
モータによって駆動制御し、可動部の位置、速度を制御する射出成形機の可動部の加減速
制御方法であって、前記サーボモータの加速度を前記サーボモータの位置に対応させた前
記速度増幅機構の速度増幅率の逆数に基づいて制御することにより前記可動部の加速度を
意図するものに制御することを特徴とする射出成形機の可動部の加減速制御方法。
【請求項２】
　前記速度増幅機構は、トグル機構である請求項１に記載の射出成形機の可動部の加減速
制御方法。
【請求項３】
　前記可動部は型締機構の可動プラテンである請求項１又は請求項２に記載の射出成形機
の可動部の加減速制御方法。


	header
	written-amendment

